
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ．研究科・専攻の概要・目的 

平成 19 年４月１日施行の「國學院大學大学院学則」第３条第２項で「文学研究科は、日本文化の

真髄を理解し、かつ幅広い知識をもち、新しい価値観を創造し人類文化の発展に寄与することができ

る、優れた研究者及び専門的な業務に従事する者を養成することを目的とする。」と規定し、第４条で

史学専攻、神道学・宗教学専攻、文学専攻の３専攻を置くことを明記し、同条で史学専攻の人材養成

目的を「国内外の歴史学・考古学・地理学・博物館学及び美学美術史の幅広い分野に関し研究の深化・

発展を図り、各種研究教育機関で研究教育に携わる優れた人材を育成すること、併せて社会人を積極

的に受け入れ、幅広い人材を養成することを目的とする。」と、規定している。神道学・宗教学専攻は、

「日本古来の伝統宗教である神道を中心とする日本の伝統文化に関して、歴史的思想神学的な理解を

深め、内外の諸宗教及びそれに関連する宗教文化の意義と役割を比較研究し、幅広い人材を養成する

ことを目的とする。」、文学専攻は「文化・文学・言語に関する高度な研究の深化・発展を図り、その

能力を有する研究者の養成、豊かな学識と高度な教育能力をもつ教育者の育成、及び専門的業務に従

事する社会人の再教育を目的とする。」と規定している。 

 史学専攻においては、歴史的事象に関する客観的な分析能力を養い、コースごとに一次資料の取り

扱いについての知識・技能を身につけさせる研究指導を 126 名の大学院生に対して 16 名の専任教員が

担当している。考古学を主とする大学院生に対しては発掘や実測、土器修復などの知識・技能、日本

史学を主とする院生は文書資料の調査や解読の知識・技能、外国史学を主とする大学院生に対しては

対象とする外国の言語および文書資料の読解能力などを養う。それらの基礎的技能知識を習得させた

うえ、実証的な歴史研究を遂行する能力を養成している。文学専攻においては、日本文学・日本語学・

中国文学・伝承文学・高度日本語教育の各主題を中心に各自が問題意識を構成し、古典から現在にい

たる文芸作品および非文字資料を含めた研究対象を題材として、主体的に研究を遂行しうるに十分な、

言語・文字などに関わる文化的諸事象の知識と分析技能を身に付けさせる研究指導を 99 名の大学院生

に対して 18 名の専任教員が担当している。神道学・宗教学専攻においては、古代からの神道の歴史と

実践、祭祀・信仰思想・制度などの展開、そして広く現代に至る日本と世界の宗教文化について、単

に知識を持つだけでなく、人間生活の一側面として理解する能力を養成する。また特に神社での実践

に関わる進路を志す者たちのために、指導的神職たるに相応しい教養と技能を身に付けさせる研究指

導を 52 名の大学院生に対して８名の専任教員が担当している。 

 

Ⅱ．教育プログラムの目的・特色 

 博物館学に関する大学教育に携わることができる研究教育者ならびに高度な博物館学の知識・技能

を有する上級学芸員の養成を目的とする。本事業の必要性は、大学において博物館に関する研究はあ

ってもなかなか体系的な博物館学研究・教育が実現しない現状を打破し、現代社会の多様なニーズに

対応した博物館を創出するための人材教育にある。文部科学省は平成 21 年２月「学芸員養成の充実方

策について」で、「将来的には大学院における教育の充実を図ることや、上級資格をはじめとする高度

な人材の認定も視野に入れた検討も必要である。」と明言しているように、大学院における博物館学教
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育の体系化によって、個別分野での専門家ではなく、専門知識を有した上で学術研究の成果を活用で

きる知識と技術を有する人材を育成するための高度な教育プログラムが必要とされており、本事業は

その要請に応えるものである。 

 また、文学研究科３専攻に所属する大学院生が本教育プログラムを受講することにより、複専修と

しての機能をも果たし、神社博物館・文書館・美術館などの上級学芸員として実践的な研究・教育に

従事する者を輩出することにより、大学院教育の一層の実質化をも目指すものである。 

 博物館学研究者はもとより、上級学芸員として求められる要件は、博物館学の目的・方法・構成か

ら成る博物館学の体系的知識の形成とそれに基づく実践能力であり、この点は学部での学芸員養成と

は質的に大きく異なっている。学芸員資格に伴う知識を有した上で、博士課程前期において、教育プ

ログラム全体の中では基礎プロセスに位置付けられる教育カリキュラムを履修することにより、博物

館学の体系的知識を修め、かつ十分な博物館運営能力を有すると認められた者には、「國學院ミュージ

アム・アドミニストレーター」を授与する。 

 次いで、博士課程後期では教育プログラム全体の中では応用・展開プロセスに位置付けられる科目

群（実習授業・調査実務・海外インターンシップ等を含む）を履修することによって、博物館運営能

力に加えて国内外の博物館をめぐる社会状況を知悉し、社会における教育・文化のコーディネーター

としてのリーダーシップを発揮できる者に「國學院ミュージアム・キュレーター」を授与する。特に、

博物館学コースを専攻する大学院生は博士論文の作成を通じて、上級学芸員（アドミニストレーター、

キュレーター）の資質に加えて博物館学を大学において教育することのできる能力を養成していく。 

 以上の本事業の展開により、日本における博物館学の高度教育のモデル形成を図るものである。 

  
Ⅲ．教育プログラムの実施計画の概要 

平成 21 年度 
 第 1 には学則の改正により、21 年度後期より文学研究科史学専攻内に「博物館学コース」を設置し、

新規の博物館学科目を開講し、当プログラムを開始する。またカリキュラム改正に伴い、講義・実習

を担当する専任教員を 1 名新たに採用する。 
 第 2 に、取組実施担当者会議を組織し、同会議と協力し、本プログラムで推進する国内外の博物館

や教育研究機関、企業・団体等との交流・連携の中核をなし、博物館学教育研究の情報拠点としてハ

ブ機能を担う「博物館学教育研究情報センター」（以下「センター」）を、本学研究開発推進機構（以

下「機構」）内に設置、本プログラム実務を担当する助教 1 名を採用する。 
 第 3 に、センター内に神社博物館研究部門を置き、共同調査の実績がある東口本宮冨士浅間神社（静

岡県駿東郡小山町）をはじめとする神社博物館の所蔵資料を対象に、次年度以降の実習・調査等協力

体制の確立にむけ準備を行う。 
 第 4 に、本プログラムの実行・点検・改善に取組実施担当者と協力し携わることを通じ、高度な研

究遂行能力を獲得させるため、大学院生よりＲＡ・ＴＡを雇用し教育研究業務を開始する。 
第 5 に、高度博物館学技能の実践的教育の場となる資料調査取扱専門実習室を学内に開設し、教育

上必要不可欠な備品・図書等を配置する。 
 第 6 に、次年度から開始される学外専門実習調査準備のため、国内外の博物館等との実務協議を進

める。 
 第 7 に、同じく次年度から開始されるインターンシップの体制の強化を図るため、センターが中心

となり、学内では機構内研究諸機関、学外では国内外の博物館との協議・調整を進める。 
 第 8 に、広報パンフレット及びウェブサイトを作成し、国内外に発信する。 
平成 22 年度 
 第 1 に、取組実施担当者・機構専任教員の指導のもと、機構内研究機関（学術資料館〈考古学資料

館部門・神道資料館部門〉、日本文化研究所、校史・学術資産研究センター）で通年の学内インターン

シップを開始する。 
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第 2 に、中国西安市西安于右任故居紀念館・韓国釜山広域市立博物館等での海外専門実習、及び長 
野県中野市等での国内専門実習を実施する。 
 第 3 に、上記の国外両博物館におけるインターンシップ（各 1 ヵ月間）、国内博物館でのインター

ンシップを開始する。 
第 4 に、上記の国外両博物館、及び欧米の博物館より外国人研究者を國學院大學に招聘、集中講義・

講演会・シンポジウム等を行う。 
第 5 に、本プログラム教育で実施する調査のなかに神社博物館が所蔵する資料及び境内地に埋蔵す

る資料の調査、研究を組み入れ、神社博物館研究部門と連動させ、その教育の相乗効果を図る。 
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〔取組実施担当者〕 
氏 名 所属研究科・専攻・職名 現在の専門 学 位 役割分担 

青木 豊 

上山和雄 

岡田莊司 

小川直之 

辰巳正明 

谷川 渥 

林 和生 

吉田恵二 

小池寿子 

谷口康浩 

落合知子 

文学研究科・史学専攻・教授 

文学研究科・史学専攻・教授 

文学研究科・神道学・宗教学専攻・教授 

文学研究科・文学専攻・教授 

文学研究科・文学専攻・教授 

文学研究科・史学専攻・教授 

文学研究科・史学専攻・教授 

文学研究科・史学専攻・教授 

文学研究科・史学専攻・教授 

文学研究科・史学専攻・教授 

文学研究科・史学専攻・兼担准教授 

博物館学 

近現代史 

神道学 

民俗学 

上代文学 

美学・美術史 

歴史地理学・地域研究（中国） 

歴史・中国考古学 

比較文化史 

先史考古学 

博物館学 

博士（歴史学） 

博士（文学） 

博士（歴史学） 

博士（民俗学） 

博士（文学） 

博士（文学） 

文学修士 

文学士 

文学修士 

博士（歴史学） 

博士（学術） 

代表者 

副代表者 

神社との教育連携 

地域との連携 

自立的研究支援 

欧米との教育交流 

地域研究支援 

中国との教育交流 

国際広報 

広報 

インターンシップ・資

格授与支援 

第 6 に、意欲ある大学院生の自立的な研究遂行能力を高める実地調査を、教職課程の一部分として 
実施させる。 

第 7 に、大学の自己点検・評価委員会等の意見を踏まえ、本プログラムの進捗状況、及び目的と事

業内容との整合性等について中間評価を行ない、その結果を次年度事業計画に反映させる。 
第 8 に、本プログラムが規定する単位及び課程修了の所要単位を取得した者には、博物館の運営管

理者としての素養が備わっている者として「國學院ミュージアム・アドミニストレーター」資格（博

士課程前期修了者）、博物館のスペシャリストとしての素養が備わっている者として「國學院ミュージ

アム・キュレーター」資格（博士課程後期修了者及び満期退学者）の授与を行う（以後毎年度継続）。 
平成 23 年度 
 実施する教育研究事業の内容は前年度とほぼ同様であるが、前年度に受けた評価内容を年度当初か

ら反映し、補助事業最終年度として、本プログラムの目標達成を目指し、その成果を基に、以後継続

的かつ発展的な教育プログラムを可能とする体制を確立させる。 
 年度末には本プログラムの教育的効果の自己点検・評価を行う。具体的な評価基準として、博士学

位授与数や、大学教員及び博物館の現場への学芸員としての就職数などを一つの指標とする。また、

シンポジウム・研究報告会を実施し本プログラムの成果を公表すると共に、報告書・パンフレット・

ウェブサイトの形式で内外に発信する。以上、各年度の計画は基本的に事業終了まで継続する。 
 
Ⅳ．教育プログラムの実施結果 

１．教育プログラムの実施による大学院教育の改善・充実について 

  (1) 教育プログラムの実施計画が着実に実施され、大学院教育の改善・充実に貢献したか 

本プログラム開始年度である平成 21 年度後期には学則の改正を行い、文学研究科史学専攻内

に「博物館学コース」を設置し、新規の博物館学科目を開講し、講義・実習を担当する専任教員

を 1 名新たに採用した。また、取組実施担当者会議を組織し、本プログラムで推進する国内外の

博物館や教育研究機関、企業・団体等との交流・連携の中核的なハブ機能を担う「博物館学教育

研究情報センター」（以下「センター」）を、本学研究開発推進機構（以下「機構」）内に設置し、
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高度博物館学講演会開催状況 
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釜山広域市立博物館インターンシップ状況 

実務を担当する助教 1 名を採用し、大学院

生よりＲＡ・ＴＡを雇用し、センターの教

育研究業務を開始した。また、高度博物館

学技能の実践的教育の場として、専門実習

室を学内に設置した。そして、教育プログ

ラム運営の主体として、また自己点検を恒

常的に可能にするために、大学院文学研究

科専任教員から構成される取組実施担当者

会議を設置し、以後の各年度に年間約５回

開催した。これらの体制整備と並行して、

次年度以降のインターンシップ・専門実習

実施予定先との準備協議を進め、プログラムの本格稼働準備を万全にすることができた。また、

広報パンフレット・ホームページなどにより、プログラムの意義や目的と実施内容について発信

を開始した。さらに、韓国釜山広域市立博

物館・同釜山大学校・中国西安于右任故居

紀念館から研究者を招聘し、特別講義を 2
回実施した。 

平成 22 年度には、新規の博物館学科目

をすべて開講し、プログラム対象大学院生

の受講が開始された。また、前年度に行っ

た準備協議をもとに、国外を含む学内外の

諸機関におけるインターンシップ・専門実

習実施を、センターが実務調整業務の担当

となり開始した。国外では、韓国釜山広域

市立博物館において大学院生１名、中国西

安于右任故居紀念館において大学院生１名

が、それぞれ約１ヶ月間インターンとして、両館職員の指導のもとで様々な運営業務を現地で学

ぶことができた。国内では、株式会社丹青研究所・廣池千九郎記念館・東京国立博物館・千葉市

科学館（株式会社トータルメディア研究所）において大学院生合計４名、および本学伝統文化リ

サーチセンター資料館において大学院生合計３名がインターンシップに参加した。また、大学院

生の自主的な研究遂行能力を向上させることを目的に、トルコ・イギリス・フランス・韓国にお

ける合計４名の大学院生による現地調査研

究に対する補助を行った。さらに、国内で

も、本学の特色と密接にかかわる全国の神

社博物館の調査研究を行ない、合計 20 名

の大学院生が参加し、その成果を『神社博

物館事典（中間報告）』として、刊行するこ

とができた。加えて、全日本博物館学会に

おいて合計 3 名の大学院生が単独研究発表

を行い、学術雑誌等で合計９名が単著論文

を公表した。また、長野県木島平村（当初

計画では中野市）・熊本県水上村において学

外実習を実施し、合計 12 名の大学院生が

参加し、実践的な技能を学んだ。さらに、韓国仁済大学校から研究者を招聘して特別講義を実施

し、イギリス大英博物館・電気通信大学・太宰府天満宮から研究者を招聘して「高度博物館学講
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千葉市科学館インターンシップ状況 

演会」を開催した。なかでも「高度博物館

学講演会」には、約 250 名もの来場者があ

り、本プログラムが大学院教育に対する現

在の社会的要請にきわめて合致しているこ

とを改めて確認できた。 
平成 23 年度には、前年度に引き続き、

国外を含む学内外の諸機関におけるインタ

ーンシップ・専門実習実施を、センターが

実務調整業務を担当して行った。国外では、

韓国釜山広域市立博物館において大学院生

１名、中国西安于右任故居紀念館において

大学院生１名が、それぞれ約１ヵ月間イン

ターンとして、両館職員の指導のもとで運

営業務の実際を現地で学んだ。また、イギリス大英博物館においても、大学院生 1 名が、同館研

究員の指導のもとで約 2 週間研究滞在した。国内では、千葉市科学館（株式会社トータルメディ

ア研究所）・東京国立博物館・廣池千九郎祈念館・佐倉市立美術館・板橋区立郷土資料館において

合計８名、および本学伝統文化リサーチセンター資料館において合計３名がインターンシップに

参加した。また、大学院生の自主的な研究遂行能力を向上させることを目的に、アメリカ・ドイ

ツ・韓国・イギリスにおける合計５名の現地調査研究を補助した。さらに、国内でも、日本全国

の城郭博物館と前年度に続き神社博物館の補足調査研究を大学院生主体で実施し、合計 19 名の

大学院生が参加し、その成果として『日本城郭博物館事典（中間報告）』・『神社博物館事典（補遺

編）』として、刊行することができた。加えて、全日本博物館学会においても合計 3 名の大学院

生が単独研究発表を行い、学術雑誌等で合計７名が単著論文を公表した。また、長野県木島平村・

静岡県小山町において学外実習を実施し、合計 12 名の大学院生が参加し、実践的な技能を学ん

だ。さらに、韓国釜山広域市立博物館から研究者を招聘して特別講義を実施し、文化庁・お茶の

水女子大学から研究者を招聘して公開フォーラム「博物館学教育と大学博物館」を開催した。 
これら 3 ヵ年におよぶ本プログラムの取り組みの結果、これまでの大学院文学研究科の学芸員

養成課程教育とは質的に異なる、博物館学の目的・方法・構成から成る博物館学の体系的知識の

形成とそれに基づく実践能力を身に付けた上級学芸員を体系的に育成する基盤としての大学院教

育課程を整えることができた。 

 

２．教育プログラムの成果について 

 (1) 教育プログラムの実施により期待された成果が得られたか 

今回の教育プログラム実施により、大学院生の教育・研究・就職等の面で、大変多くの目覚ま

しい成果が得られた。 

博物館学専攻コースの志願者数は、平成 21 年度では 10 名であったのに対して、プログラム開

始後年々増加し、平成 23 年度には 29 名に達した。志願者数に比例して、博物館学専攻コースの

在籍者数も増加しており、博士課程前期では平成 20 年度に 11 名（文学研究科史学専攻前期収容

定員 60 名中に占める定員充足率：約 18％）であったのに対して、平成 23 年度には 27 名（文学

研究科史学専攻前期収容定員 60 名中に占める定員充足率：45％）となっている。 

 在籍大学院生による研究活動もきわめて活発化している。前期課程・後期課程の在籍大学院生

ともに、各年数名が全日本博物館学会などで学会発表を行い、また『國學院大學博物館学紀要』

などの専門誌での発表論文も平成 23 年度には前期・後期課程あわせて 12 件に及び、活発な研究

活動を促進することができた。 

 このように今回の充実した教育プログラムの実施にもとづく大学院生の活発な研究活動の結果、
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就職状況に関しても多くの成果が得られた。前期課程では、平成 20 年度の修了者数に対する就職

者数の割合は 67％であったのに対して、プログラム開始後順調にその割合を増し、平成 23 年度

には 85％まで増加した。それらの就職先は、本プログラムが目指した大学教育に携わる研究教育

者関連では、（平成 23 年度）東京農工大学助教・法政大学学芸員課程兼任講師・國學院大學栃木

短期大學非常勤講師、（平成 22 年度）目白大学大学院兼任講師・昭和音楽大学非常勤講師・國學

院大學助手があげられる。また、学芸員関係では、（平成 23 年度）三重県立博物館・文化庁美術

工芸課・東京都千代田区立図書文化館・東京都板橋区立郷土資料館・東京都杉並区立郷土博物館・

東京都戦傷病者史料館・神奈川県大和市つる舞の里郷土館・神奈川県川崎市教育委員会・群馬県

渋川市教育委員会・和歌山県高野山霊宝館、（平成 22 年度）神奈川県立博物館・文化庁長官官房

政策課・東京都町田市立博物館、（平成 21 年度）埼玉県立歴史と民俗の博物館・静岡県埋蔵文化

財センター・千葉県野田市郷土博物館・本学学術資料館などである。 

 

３．今後の教育プログラムの改善・充実のための方策と具体的な計画 

(1) 実施状況・成果を踏まえた今後の課題が把握され、改善・充実のための方策や支援期間終了

後の具体的な計画が示されているか 

 支援期間終了後の大学による自主的・恒常的な展開に関しては、人的・物的等に係る予算措置

面では、学内では史学専攻博物館学コースを中核に文学研究科全体で確保し、さらには博物館学

教育研究情報センターの運営に関しても神社界や博物館関連企業からの外部資金導入を計画する

ことも相まって、本プログラムの支援期間終了後も円滑に自主的・恒常的継続が可能である。ま

た、教育課程・プログラムに関しても大学全体のＦＤおよび自己点検・評価体制の中で授業科目

内容の改善・充実のための方策をはかり、加えて研究開発推進機構内に設置する博物館学教育研

究情報センターが事業期間内での実績を生かして、継続的に神社博物館や地域の博物館等の外部

機関との連携についての施策をおこない、平成 24 年度以降も積極的・発展的な継続を図る予定で

ある。 

 

４．社会への情報提供 

(1) 教育プログラムの内容、経過、成果等が大学のホームページ・刊行物・カンファレンスなど

を通じて多様な方法により積極的に公表されたか 

 本学大学院ホームページ内に「國學院大學大学院 高度博物館学教育プログラム」ホームペー

ジを開設し、プログラム内容と各種事業の進行状況・実施成果の概要を、逐一広報し、また学外

公開行事等を広く案内した。また、刊行物では、プログラム内容をカラー図表で分かりやすく紹

介したリーフレットのほかに、年度報告を兼ねたニュースレター等でも情報発信を積極的に推進

した。さらにプログラムに基づく大学院生の自主的な調査研究成果を基に、『神社博物館事典』（中

間報告）・（補遺編）、『日本城郭博物館事典』（中間報告）を、専任教員の指導のもと、大学院生が

主体的に編集に関わり刊行した。加えて、プログラムに基づく大学院生の研究成果は、全日本博

物館学会研究大会や『國學院大學博物館学紀要』・『全博協研究紀要』などでも多数公表し、それ

らの集大成として『高度博物館学教育プログラム最終報告』を刊行した。さらに、プログラムの

意義と成果の発信を目的に、学外からも第一線の研究者を招聘し、特別講義・公開シンポジウム・

公開フォーラムを多数開催した。 

 

５．大学院教育へ果たした役割及び波及効果と大学による自主的・恒常的な展開 

(1) 当該大学や今後の我が国の大学院教育へ果たした役割及び期待された波及効果が得られたか 

 本プログラム事業の成果は、「大学院教育振興施策要綱」（平成 18 年３月 30 日）への寄与のみ

ならず、我が国の大学院教育に多くの波及効果を与えるものであったといえる。支援期間終了後

の本事業の継続性は、文部科学省をはじめ博物館学講座を開講する大学や博物館界は勿論のこと、
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学芸員を志す学生達にも全国的規模で注視されているところである。全国的に私立大学大学院進

学者数が過去５年間で 10,000 名余りも減少している状況の中で（志願者数ベースでは前期課程

79,413 人⇒68,262 人「学校法人基礎調査」）、本学史学専攻博物館学コースの志願者が増加傾向に

あることにも、その状況が如実に反映されているものと判断される。 

今回のプログラムは、大学院における高度な博物館学教育の初めて実践的試みとして、学内外

から非常に多くの関心が寄せられた。学内的には、今回のプログラムによって一層充実した博物

館学専攻コースへの入学志願者・進学者数が大幅に増加した。そして、プログラム対象大学院生

による活発な研究活動とそれに基づく全日本博物館学会などにおける成果発表数または公表論文

などの執筆数は、大学院生による研究成果発信としては他に類を見ない規模に達するなど、大き

な成果をあげることができた。このような今回のプログラムの独自性と成果は、関連する教育研

究課程を有する多くの他大学からも関心を寄せていただき、北海道大学・西南学院大学・立正大

学・お茶の水女子大学から視察団が来学した。また、学部教育での博物館学の新たな教育プログ

ラムを推進している北海道大学から招聘を受けて、取組実施担当者代表が本プログラムに関する

講演を行った。 

  

(2) 当該教育プログラムの支援期間終了後の、大学による自主的・恒常的な展開のための措置が

示されているか 

これまで高度博物館学教育プログラム取組実施担当者会議において事業計画・予算案を諮って

いたが、同会議はプログラムを恒常的に展開することを目的として発展的に解消し、事業計画・

研究教育計画・予算案・インターンシップの支援選考等を行う機関として文学研究科内に高度博

物館学研究教育実施委員会を設置して展開する。 

また、当該研究教育の基盤となる機関として、昨年度まで研究開発推進機構・研究開発推進セ

ンター内に博物館学教育研究情報センターを設置しているが、今後とも大学全体としての継続的

な連携を目的に恒常的に高度な研究教育を展開するための基幹として必要不可欠なものである。 

教員組織体制としては、本プログラムを恒常的に展開するために、その中核をなす「博物館学

専門・特殊実習」・「地域博物館論」等を受講する大学院生を指導する専任教員１名を引き続き配

置する。また、博物館学教育研究情報センターに、本事業の特色である学内外博物館との国際交

流事業を含む諸連携や運営実務を担当する教員１名、および同センターの運営業務に参加するこ

とで研究遂行能力を高めるＰＤ研究員１名を配置する。 

授業科目については、本学大学院学則 19 条別表に基づく開講科目として、前期課程 15 科目・

後期課程４科目の開講を継続する。さらに所定の要件を満たした者について、國學院ミュージア

ム・アドミニストレーター（前期課程）、國學院ミュージアム・キュレーターの授与を継続する。 

実習等に関しても、韓国釜山広域市立博物館（学生１名）・中国西安于右任故居紀念館（学生

１名）・イギリス大英博物館（学生１名）への海外インターンシップ・訪問研究を、大学予算よ

り一定額を補助して継続する。また、国内インターンシップ・学内インターンシップ・夏季学外

実習（長野県木島平村）も、引き続き実施する。 

さらに、学生の研究遂行能力向上を目的とする海外・国内調査についても、補助対象者を厳選

した上で継続実施する。 

また、特別講義・シンポジウム等については、本学の外国人研究者招聘制度などを利用して継

続する予定である。 
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組織的な大学院教育改革推進プログラム委員会における評価 

【総合評価】 

□  目的は十分に達成された 

■  目的はほぼ達成された 

□  目的はある程度達成された 

□  目的はあまり達成されていない 

〔実施（達成）状況に関するコメント〕 

博物館学に関する大学教育に携わることができる研究教育者ならびに高度な博物館学の知

識・技能を有する上級学芸員の養成を目的として、明確なプログラム構成の下、博物館学コー

スや博物館学教育研究情報センターの設置、国内外の博物館におけるインターンシップの実施、

専門実習指導など、教育の改善と充実に着実な進展が見られた。教育プログラムの成果として

は、特に前期課程での志願者数の増加に顕著な成果が見られるが、上級学芸員養成に関する成

果はまだ見えておらず、定量的指標の観点からは若干の工夫の余地がある。また、全日本博物

館学会や関係する大学から関心が寄せられるなど、一定の波及効果が認められる。 

 

（優れた点） 

博物館学コースや博物館学教育研究情報センターの設置などを通じて、他に類例が少ない上

級学芸員養成を目的に掲げたこと自体、高く評価できる。特に「ミュージアム・アドミニスト

レイター」の育成は、「ミュージアム・キュレイター」養成教育の改善に寄与した点で優れてい

る。 

 

（改善を要する点） 

一方で、「ミュージアム・キュレイター」に関する留意事項への対応が十分とはいえず、定量

的指標の観点からも改善の余地がある。また、今後の展開に関して継続・発展の意思は示され

ているが、大学本部との連携を含む裏付けが明示されることが望まれる。 
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